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　一般社団法人名古屋工業会の平成27年度定期
総会、理事会ならびに会員総会が５月23日(土)、
中日パレスにおいて開催された。
　定期総会には、理事長、副理事長、常務理事、
代議員等が出席し、二杁常務理事の司会で、水
嶋理事長が開会挨拶の後、議長となり、議事録
署名人を指名した。二杁常務理事が報告事項を
説明した後、26年度事業報告及び収支決算案、
27年度事業計画及び収支予算案、理事の選任に
ついて審議され、各議案とも原案どおり議決さ
れ、終了した。
　その後の理事会には理事・監事が出席し、副
理事長、常務理事の選任と相談役、参与の就任
について審議し、副理事長に森秀樹氏、坂井利
充氏、加川純一氏、木越正司氏、常務理事に内
藤克己氏を選任、相談役に二杁幸夫氏、参与に
阿部完二氏、北村正氏の就任が議決され、終了
した。
　続いて開催された会員総会では、冒頭、26年
度にご逝去された会員物故者94名のご冥福を祈
り、出席者全員で１分間の黙祷を捧げた。

平成27年度 定期総会・会員総会 報告
　会員総会は内藤常務理事が司会となり、水嶋
理事長の挨拶、鵜飼学長の会長挨拶の後、定期
総会ならびに理事会で諮られ承認された決議事
項が報告された。
　次に総会行事として、理事長から叙位叙勲等
表彰者に記念品、母校退職職員に感謝状等、会
員で卒業満70・60・50・40周年の代表者に記念
品、退任役員へ感謝状と記念品が贈呈された。
　続いて、中村隆氏(M50)の司会で、トヨタ自
動車(株)元常務取締役・トヨタ車体(株)元取締役
会長塩見正直氏(M34)から「サスティナブル・
モビリティの実現に向けて」と題して特別講演
をいただいた。
　会場を移して開催された懇親パーティーで
は、木越副理事長の司会で森副理事長の挨拶の
後、加川副理事長の乾杯の発声で始まり、名古
屋工業大学ＯＢオーケストラによる演奏のな
か、杯を交わしながら和やかに歓談、旧交を温
めた。最後に、恒例となった学歌「東海の邦の
ほまれに」を声高らかに歌い、坂井副理事長の
閉会の辞で盛会裡に閉会した。

平成２７年度　定期総会　次第
１．議　　　事　（決議事項）
　　第1号議案　平成26年度事業報告及び収支決算案
　　第2号議案　平成27年度事業計画及び収支予算案
　　第3号議案　代議員の選任
　　第4号議案　役員の選任
　　第5号議案　その他

平成２７年度　会員総会　次第
１．理事長挨拶　一般社団法人 名古屋工業会理事長　水嶋敏夫
２．会 長 挨 拶　国立大学法人名古屋工業大学学長　鵜飼裕之
３．報 告 事 項　定期総会での決議事項の報告
４．行　　　事　イ　叙勲受章者に記念品贈呈（2名）
　　　　　　　　ロ　名古屋工業大学定年退職職員への感謝状等贈呈（6名）
　　　　　　　　ハ　名古屋工業大学卒業満70.60.50.40周年の会員へ記念品贈呈（310名）
　　　　　　　　ニ　特別講演　　講師：塩見正直氏　(M34)　
　　　　　　　　　　　　　　　　トヨタ自動車(株)元常務取締役・トヨタ車体(株)元取締役会長　　
　　　　　　　　　　　　　　　　演題：「サスティナブル・モビリティの実現に向けて」
５．懇親パーティー
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　一般社団法人 名古屋工業会 平成27年度会員
総会の開会にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本日は全国からこのようにたくさんの会員の
皆様にお集まり頂き、誠にありがとうございま
す。
　私は昨年５月この場で理事長を拝命いたしま
した。全学の同窓会組織としての役割を果たす
べく取り組んで参りましたが、会員の皆様方の
多大なご協力によりまして、工業会活動の２つ
の柱であります「大学支援」と「会員相互親睦」
をねらった活動を順調に進めることができたと
実感しております。
　各支部の会員の皆様ならびに鵜飼学長はじめ
大学教職員の皆様、関係各位に深く感謝を申し
上げます。ありがとうございました。
　さて、会員総会に先立ちまして開催した定期
総会におきまして平成26年度事業報告および決
算案ならびに平成27年度事業計画および予算案
をご報告し了承を頂きました事をここにご報告
します。
　決議事項の詳細は後程、常務理事からご説明
をいたしますが、考え方について私からご説明
いたします。
　工業会は、「耀く、ますます耀く母校」を願っ
て「大学を支援する」ことを事業目的の第一に
謳っております。
　母校は今、鵜飼学長のリーダーシップのもと
で「科学技術で未来社会を創るという高い志を
育む教育」を通じた「実践的工学エリートの育
成」を目指して、昨年発表された「名工大版理
工系人材育成戦略」に基づく教育改革に取り組
んでみえます。
　未来志向の高い志を持って技術を追求する人
づくりに向け、今年度も「大学支援」を活動の
第一の柱として参ります。
　先生方には国際的に高く評価される研究およ

び国際交流を、在学生の人には社会に出てグ
ローバルに活躍できる人材育成施策を支援して
まいりたいと考えています。
　昨年は36名の方が海外研鑽に参加されまし
た、私もその報告会に出席させてもらい、お話
を聞かせていただきましたが、その発表者の態
度も実に立派で資料も上手く作られており「頼
もしさ」を感じました。
　留学前の状況はよく知りませんが、人間的に
大きく成長されたのだろうと実感できる発表会
でした。
　海外留学は大変有意義な経験であって、今後
もこの活動が拡大されていって欲しいという風
に感じた次第です。
 さて、学生の本分は学業への専念ということ
ですが、課外活動は多様なメンバーとのコミュ
ニケーション能力やマネジメント力あるいは
リーダーシップを養うことのできる貴重な場で
ございますので、積極的に参加して欲しいと
願っています。
　昨年の課外活動では「ロボットコンクール」
で日本一となり、世界大会でも２位に入賞して
大学の認知度を大きく高めてくれました。
　こういうナンバーワンを目指した挑戦的課外
活動には工業会としても積極的に今後とも支援
していきたいと考えております。
　ちなみに次回の支部長会議は滋賀県の長浜市
で開催し、そのまま琵琶湖で開催される鳥人間
コンテストの応援に皆で駆けつけるようにしま
したので、名工大チームの後輩諸君も大いに頑
張ってくれるものと期待しています。

一般社団法人　名古屋工業会
理事長　水嶋　敏夫（Ｍ42）

理 事 長 挨 拶
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　また、今年で110周年を迎える母校は、大学
の活動を広く理解してもらう為に、今年の11月
21日に「ホームカミングディ」を開催します。
　長年名工大を訪れたことのない方も多くみえ
ると思います。
　私も実はその一人だったんですが、建物も設
備も大きく変わった母校を久し振りに見て懐か
しむとともに、未来に向けて進む母校の姿を見
て欲しいなと思います。
　この機会を活用して、名古屋地区で同窓会等
を計画されている方々もあるようですございま
すが、工業会本部としても全面的に協力して参
りますので、是非この機会に懐かしい母校へ足
を運んで頂きたいと思います。
　工業会の活動の第２の柱は「会員相互の親睦」
です。具体的には、会員の皆さんへのサービス
向上と相互親睦へのお手伝いができるよう、次
のような取り組みを進めております。
　これは本日正式にご案内する、一部の方には
お配りしたものですが、今年度中にはカード形
式の会員証を会員の方に初めて発行したいと
思っています。
　これは工業会の会員としての帰属意識を持っ
てもらうことが第一のねらいでございます。
　住所等の会員情報を整備し、定期的に更新し
て参りますので、この会員証のメンテではご協
力をよろしくお願いします。
　昨年度来、会員優待制度を拡大して参りまし
た。
　現在、全国の東急ホテル・マリオットアソシ
ア・名鉄ホテルでは一般より30％以上割引きさ
れた特別優待料金で利用できるようになってい
ます、名古屋の徳川美術館にも２名まで無料で
入場できる優待制度も導入しております。
 今後も優待制度を広げていきたいと思います
ので、各支部でもご検討をお願いします。
　一方で、工業会のホームページを使いやすく
分かり易いものへと改善すべく、大学の動き等
も日々ニュース配信しております。
　今後は、会誌の「ごきそ」の印刷費や郵送に
かかる通信費といったものを削減していく為

に、紙での配布を止め、電子化したいと考えて
おります。
　会員専用のホームページでご覧頂くようにし
たいと思いますので、よろしくご協力をお願い
致します。一遍にはできないと思っていますが、
少なくとも来年卒業の卒業生の方は電子化をし
たいと考えています。よろしくお願いします。
　又、名工会の会員増強の件ですが、一昨年は
会員が29名しか増えませんでしたが、各支部が
勧誘を積極的に行ってくれたおかげで、昨年は
実に257名もの大幅増員ができました。
　その結果、会員数は現在13,000人を超える会
となりました。皆さんのご努力に感謝致します
とともに、今後ともこの活動を根気よく続けて
行きますのでよろしくお願いします。
　来年３月に卒業する現役大学生の90％以上は
入学時から既に工業会の会員となっておりま
す。これから各支部の会員数は毎年確実に増加
していきます。
　これは工業会の各支部においても、若返りを
図る良いチャンスだと思いますので、若い人が
参画し易い企画を考えて頂き、支部活動の活性
化につなげて頂きたいと思いますので、よろし
くご検討お願い致します。
　以上のように、工業会の活動は「大学支援」
と「会員相互親睦」これを２本の柱として進め
て参りますが、最後に、母校が行う名工大基金
へのご協力についてお願いがあります。
　国立大学法人である母校が、限りある予算の
中で優秀な学生を輩出し続けるには、卒業生の
皆さんからの直接的な支援が必要です。
　あらゆる機会を捉え、名工大基金への寄付の
ご協力をよろしくお願い致します。
　お願いばかりで大変恐縮ですが、よろしくお
願いします。
　本日は会員総会の後に塩見先輩の特別講演、
その後に、懇親パーティという企画をしており
ます。時間の許す限り親睦を深めていただきた
い、楽しい時間を過ごしていただくことを念じ
て私の挨拶とします。本日はありがとうござい
ました。
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　名古屋工業会会員総会の開催にあたり、母校、
名古屋工業大学を代表して一言ご挨拶を申し上
げます。名古屋工業会会員の皆様には、本学の
教育研究活動にご理解、ご支援を賜りまして、
まずは、厚くお礼申し上げます。また、水嶋理
事長をはじめ名古屋工業会役員の皆様には、常
日頃から卒業生連携室、基金運営などの活動を
通じて本学の事業運営を支えて頂いておりま
す。改めて深く感謝申し上げます。
　さて、明治38年に名古屋高等工業学校が創立
されて今年で110年を迎えます。また、平成16
年の国立大学法人化後は６年毎に中期目標期間
というのが定められておりますが、今年は第二
期の最終年であり、6年間の総括と平成28年度
から始まる第三期の目標計画の策定にあたるな
ど、今年は節目となる年でもあります。一方、
すでに皆さま新聞等でご承知のことと思います
が、政府の会議の提言を受けた「国立大学改革
プラン」に基づいて、「強みと特色の重点化」「グ
ローバル化」「イノベーション創出」「人材育成」
など視点からの教育研究機能の強化と「人事・
給与システム改革」「組織運営のシステム改革」
などガバナンス機能の強化に向けた改革を加速
させる期間としても位置付けられております。
こうした状況のなか、昨年以来、将来ビジョン
として「伝統を礎に、新たなグローバルステー
ジへ」踏み出すというビジョンを掲げ、学部・
大学院の一体的な再編成、新教育課程の設置、
研究力強化体制の整備など、教育研究の機能強
化のための大胆な改革に向けて、現在教職員一
体となって取り組んでいるところです。さら
に、若手人材の確保や企業からの有為な人材の
積極的な登用を目的として、年俸制や弾力的な
雇用制度の導入などの改革を速やかに実施いた
しました。その結果、本学の改革構想が平成26
年度「国立大学改革強化推進補助金」に採択さ

会 長 挨 拶
国立大学法人 名古屋工業大学　学長
　一般社団法人 名古屋工業会　会長

鵜飼　裕之（F52）

れ、着実に改革を実現するための第一歩を踏み
出すことができました。
　今、社会・産業界からは「大学のグローバル化」
が強く期待されております。大学にとってのグ
ローバル化を教育と研究という両面から見てみ
たいと思います。まず、教育においてのグロー
バル化とは、多様な人材が共に協働して働く
キャンパスをめざした国際的なダイバーシティ
環境を整えることであると考えます。語学力の
習得強化、学生の海外留学や若手教員の海外研
究派遣の拡大、留学生の増大のための教育プロ
グラム・支援体制の充実、又、国外からの研究
ユニット招致によって優秀な外国人教員を積極
的に招へいするなど、キャンパスの国際化をめ
ざした仕組みを構築しております。一方、男女
共同参画を積極的に推進して女性の活力を存分
に活かしていくことも必要です。さらに、研究
型インターンシップや学生と企業人の共学型の
教育プログラムを充実させて企業人材との交流
を活性化していきます。こうした多様な人材と
の交流が日常的に行われることで大学はグロー
バル化していくものと考えております。
　一方、研究においてのグローバル化とは、本
学がこれまで培ってきた産学連携の強みを活か
して産学連携研究での実績をおおいに活かし、
グローバルカンパニーへとさらなる躍進をめざ
す地域企業を積極的に支援して産業の国際的競
争力強化に貢献するとともに、一方で先端的な
研究を推進してイノベーション創出につながる
独創的な技術を生み出していくことであると考
えます。
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　国の活力を維持し向上させていく基盤は人材
であることは論を待ちません。わが国の18歳人
口が減少するなかにあっても、優れた資質と能
力を有する多様な学生を受け入れ、その力を最
大限に伸ばしていくことこそが大学の基本的な
使命です。一方、価値観が多様化する現代、工
学の分野においては、技術を深化させ、独創的
な発想で新しい技術を生み出す開発・研究型人
材とともに、新しい価値観と多面的な視点で新
産業を創出できる創造的人材が求められるな
ど、社会や産業界の理工系人材に対するニーズ
も多様化しています。平成28年度からスタート
いたします創造工学教育課程は、大学院博士前
期課程への進学を前提とした６年一貫型の教育
課程であり、それがめざす創造的な人材像と工
学デザイン科目を主軸とした教育内容に対して
は、産業界や社会から大きな期待が寄せられて
おります。また、学問体系と産業界のニーズに
基づいて再編する新学科・新専攻での教育は、
伝統的な工学体系と高度専門的工学人材を育成
する教育課程を踏襲しながらも、急展開する社
会変化に対応しつつ時代を先取りする新たな工
学教育体系となるものと思っております。社会・
産業界からの期待に応えるべく、グローバル人
材の育成に向けて今後も全学体制で取り組んで
まいる所存です。
　一方、大学における研究力の源泉は一人ひと
りの教員の独創的な発想から生み出される研究
にあり、それはまた教育にも優れた効果を現わ
します。本年4月には、国内外の著名な大学・
研究機関あるいは企業との共同研究ユニットに
よる研究拠点化と、関連する専攻と連携して大
学院教育を行う融合的な教育研究特区である、
材料科学および情報科学のフロンティア研究院
を設置しました。これら特区の研究教育効果を
全学の研究分野に波及させ、「エネルギー」「ラ
イフ」「知能技術」などのイノベーション原動
力の創出とグローバル人材の育成をアウトカム
とする統合的な研究体制を整備いたしました。
これらの研究院を梃にして特定分野での世界的
な拠点の形成をめざしながら、同時に「テクノ

ロジーの宝庫」と称される本学の研究力をさら
に強固にしていくために、例えば国の大型プロ
ジェクトの招致であるとか、あるいは産学協同
研究体制の整備などを戦略的に推進してまいる
所存でございます。昨日竣工記念式典を行いま
した新研究棟「4号館」は、産学官交流プラザ
や企業の自立的な研究展開の場所と機会を与え
て学内の研究教育資源を活用していただく産学
協同研究講座・研究部門を備え、まさに本学の
産学官連携を大いに発展させ、研究力をアピー
ルする契機になる建物となっております。
　昨年同様、本学では学生が非常に元気です。
先程紹介がありました鳥人間コンテストも今年
出場が決まっております。ロボコン工房もまた
国内大会にエントリーしています。ソーラー
カーも、オーストラリアの世界大会をめざして
一生懸命戦っています。その他にも様々な課外
活動で学生は活躍しております。また、先ほど
水嶋理事長から紹介があったように多くの学生
が、海外へと飛び立とうとしています。きっか
けをつくってやれば、彼らはどんどん海外へ飛
び立っていきます。そのきっかけをつくり、あ
るいは後押しをしていただくため、名古屋工業
会様からは大きなご支援を頂いています。
　今年は本学の同窓生のモニュメント的建物で
ある講堂の改築もあります。来年竣工のおりに
は、新たな名工大のシンボルとしてご紹介する
イベントを企画しています。
　さらに、今年はホームカミングデーを開催し、
卒業生の方に名工大をもっと知っていただく、
もっと名工大の学生と交わっていただく機会を
作る予定です。ぜひ、お越し下さい。
　名古屋工業大学は、教育と研究の両輪を改革
によってさらに勢いよく回転させ、グローバル
ステージへと踏み出してまいります。皆様のよ
り一層のご支援、ご協力をお願いして、私のご
挨拶とさせて頂きます。
　本日はおめでとうございます。
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